



The Relics of Ashihei Hino and Junkichi Mukai as War Correspondents
Junko Fukuda
Abstract
The author traces the work and collaboration of the novelist Ashihei Hino （1907-1960） and 
the painter Junkichi Mukai （1901-1995）, who were war correspondents during the Great East 
Asian War. They first met in 1939. In 1938 Hino, having been awarded the Akutagawa Prize 
while serving with his regiment in Hangzhou, got promoted to the press corps. He wrote about 
the battle of Xuzhou in Wheat and Soldier and with that book became a best-selling writer. 
Mukai’s career was launched during the two years he spent studying in France. He was awarded 
the Chogyu Prize in 1933 for 11 works he completed in Europe. Mukai enlisted as a volunteer 
painter in China in 1937, and, the same year Hino was called up for military service in China. 
Later they served together in the Philippines in 1942, and on the Burma-India front in 1944. 
Although they were often face to face with death, they wielded their pen and brush to convey 
both wartime and peacetime situations. The realism that characterizes their work remains as 
compelling and informative today as it was when the work was created.
From 1948 to 1950 Hino was criticized for his involvement with the military during wartime 
and was purged. He came back as a popular writer, but often returned to the War in his writings. 
He committed suicide at the age of 52. After the war Mukai was active doing illustrations and oil 
paintings of old Japanese farmhouses until his death in Setagaya at the age of 93. 
As war correspondents they met a variety of foreign people: enemies, friends, prisoners of 
war, spies, and civilians. In Hino and Mukai’s work we can see that the War forced Japanese of 
all walks of life to open their eyes to the world outside Japan. Indeed their work seems more 
effective in doing this than works created in our globalized era. During the war, war paintings 
were welcomed with great enthusiasm and the technique of many oil painters reached its peak. 
Hino and Mukai together had a chemistry that allowed them to create works that observe and 
preserve the past.
Key words:  war correspondent （従軍記者）, press corps （報道班）, Ashihei Hino （火野葦平）, Junkichi 
Mukai （向井潤吉）, war reportage （戦争ルポルタージュ）, 戦争画 （war paintings）, purge 
of public officials （公職追放）
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家としては最も長期にわたって従軍し，敗戦後は昭和 23 年 6 月 25 日から昭和 25 年 10 月 13 日の期
間，文筆家追放指定を受けるが，解除後は作家として復活し，多くの作品を遺した。一方，火野より


















14 年 7 月に童話 11 篇を収録した童話集『首を売る店』（内藤奎運堂）を自費出版，後に繰り返し出




経験を経て転向，再び文学に向かう。この間の事情については後年，『魔の河』（光文社　昭和 32 年 10





前日まで書き続け脱稿した「糞尿譚」は劉を介して「文学会議」の矢野朗に託し（同年 11 月発行の 4
号に掲載），9 月 10 日に陸軍伍長として応召，小倉一四連隊に入営，第七中隊第一小隊第二分隊長と
なり，第十八師団に所属，門司港から済州島を経て，11 月 5 日には北沙に敵前上陸，襲撃を受け激
戦となる。この時の様子は，弟政雄に宛てた手紙形式で「土と兵隊」に書かれることになる。このあ




昭和 12 年 11 月発行「文学会議」4 号に掲載された「糞尿譚」は芥川賞候補となり，昭和 13 年 2















































とに執筆したのが「麦と兵隊」であり，「改造」（8 月号）に掲載後，9 月 15 日には早くも『麦と兵隊』 
が改造社より上梓されている。この頃，日本から上海に到着したペン部隊を案内，10 月には原隊に
復帰して広東作戦に従軍，11 月「文藝春秋」に「土と兵隊」を発表（『土と兵隊』改造社　11 月 24 日），
12 月久米正雄の依頼により「海と兵隊」を「大阪日日新聞」・「東京日日新聞」に連載（昭和 13 年 12
月 20 日～昭和 14 年 2 月 15 日，挿絵： 林唯一，のち『広東進軍抄』と改題，新潮社　昭和 14 年 3 月 9 日），「花
と兵隊」を「朝日新聞」夕刊に連載（昭和 13 年 12 月 30 日～昭和 14 年 6 月 24 日，挿絵： 中村研一，『花と
兵隊』改造社　昭和 14 年 8 月 11 日），昭和 14 年 2 月には，海南島作戦に従軍し，4 月「海南島記」（「文
藝春秋」，『海南島記』改造社　昭和 14 年 5 月）を発表する。従軍しながらの旺盛な執筆活動を続けた。
この間，初出から間を置かずに単行本が次々と出版されており，読者の需要の大きさが窺い知れる。
また，早くも 2 月 25 日には K. & L. Bush により『麦と兵隊』（Barley and Soldiers 研究社）が初めて
英訳され，続いて中国語訳，ロシア語訳など 20 カ国語以上に翻訳出版される。（L. Bush は日本在住，
旧制高等学校で英語を指導，戦後も長く火野との交流が続いたことがルイス・ブッシュ著『おかわいそうに　東
京捕虜収容所の英兵記録』（文藝春秋社　昭和 31 年 8 月）に寄せた火野の序文に見える。）さらに同年，Farrar 
& Rinehart から，石本［後に加藤］シズエ訳 Wheat and Soldiers（エピソードの配列を変えた抄訳）
（『土と兵隊』Earth and Soldiers も収載）が刊行された。
同年 6 月には仙頭作戦に従軍後，11 月に現地除隊となり，帰還する。11 月 15 日の朝日新聞社主催，
共立講堂での講演「前線と銃後」を皮切りに年末まで，早稲田大学や横浜・大阪，九州各地で講演を
行い，戦場での兵隊たちの労苦は筆舌に尽くしがたく，新聞報道されているような簡単なものではな
いといった内容の話をする（鶴島正男「新編＝火野葦平年譜」「文学批評　敍説 XIII」　平成 8 年 8 月）。
この年は，日活が「土と兵隊」，松竹が「広東進軍抄」を映画化し，高田保による脚本・演出で新
国劇「土と兵隊」が上演，ラジオ小説「土と兵隊」が放送されるなど，火野ブームに沸いた。
昭和 15 年，兵隊三部作により 1 月に朝日文化賞，4 月に福岡日日新聞文学賞を受賞する。5 月，中
山省三郎，劉寒吉らと 10 日間にわたって沖縄を旅行，「十日間滞在した私は，その風景と，情緒の美
しさに，いつぺんで，琉球が好きになつてしまつた」（「解説」『火野葦平選集』第六巻　東京創元社　昭
和 33 年 4 月）と書くように土地への愛着を深め，『赤道祭』（新潮社　昭和 26 年 11 月）や『琉球舞姫』




連載（昭和 15 年 12 月～16 年 8 月）するなど，戦記以外の作品も多く手がけた。12 月，向井潤吉の挿
絵で新聞小説「美しき地図」（「朝日新聞」昭和 15 年 12 月 6 日～16 年 5 月 21 日）を連載する。この年，
L. Bush により英訳 War and Soldiers（『麦と兵隊』・『花と兵隊』・『麦と兵隊』・『海と兵隊（後に「広東進
軍抄」と改題）』）がロンドン Putnam から刊行された。昭和 19 年には井上思外雄による『麦と兵隊』
の英訳 Corn and Soldiers（研究社　火野の序文つき）も出されている。また，新国劇「麦と兵隊」（高
田保脚色），ロッパ一座「ロッパと兵隊」（菊田一夫脚色）が上演された。
昭和 16 年 3 月，「北九州文化連盟」が発会し，会長となる（～昭和 18 年 2 月）。6 月には，南京報道
部の命により宜昌作戦に従軍（～7 月 16 日）。7 月 7 日支那事変四周年にあたり日比野士朗，上田広，
中野実ら従軍作家と「文化奉公会」を結成。9 月，川端康成，高田保，大宅壮一，山本実彦と満洲事
変一〇周年記念講演旅行に参加，新京放送局から日本向けに座談会を放送，その後一行と別れて北京
在住の妹文子のもとで小説「新市街」を書き，10 月帰郷，12 月 8 日に太平洋戦争が勃発する。
④「麦と兵隊」
「麦と兵隊」は，軍報道部員として徐州作戦に従軍した，昭和 13 年 5 月 4 日から 5 月 22 日までの
従軍日記である。芥川賞受賞後，最初に発表されるが，従軍の時間的順番からすると「土と兵隊」・


































































向井潤吉は，明治 34 年 11 月 30 日，宮大工であった父才吉と母津彌の長男として京都市下京区に




認められ始める。大正 9 年 5 月，親に無断で上京し新聞配達の仕事をしながら川端画学校に通うが，
年内に京都に戻り黒谷境内の寺で下宿生活をする。この年，第 7 回二科展に「八月の鉢」が入選する。
大正 10 年，大阪高島屋呉服店図案部に勤務，12 月に京都伏見深草歩兵第三十八連隊に入営し，2 年
後の大正 12 年に除隊となり，再び高島屋呉服店に勤務，信濃橋洋画研究所に通う。大正 15 年，第
13 回二科展に「葱の花」が入選する。その後も高島屋に勤務しながら二科展出品を続けて入選し，
昭和 2 年 10 月には安価なシベリア鉄道でパリに向かう。
パリでは「午前中はルーブル美術館で模写，午後は自由製作，夜はアカデミー・ド・ラ・グラン
ド・ショーミエールで素描」を課す独自のプログラムを遂行し，徹底して古典絵画の技法を学ぶ 2 年
間を過ごした。ヨーロッパ絵画の模写 21 点とともに帰国，昭和 5 年 9 月，二科展に滞欧中の作品 11
点（「司厨夫」「力士達」「新聞売る廃兵」「首飾と婦人」「後向く女」「街上労働者」「梳る女」「髪結ふ女」「街の
群衆」「月と男」「三人の男女」）を特別出品して樗牛賞を受賞，その後二科展の常連となる。10 月 20 日
「朝日新聞」にはパリを回想した文章と挿絵「身辺秋心」が掲載された。翌昭和 6 年 1 月 6 日から 2
月 25 日まで林芙美子「浅春譜」の挿絵を担当する。昭和 8 年には世田谷区弦巻に転居し，終の棲家
となる。昭和 11 年，第 23 回二科展に「霽れゆく寒霞渓」「立てる少女」を出品し，会員に推挙され，
9 月 6 日の「朝日新聞」で「二科会新会員七氏」として顔写真入りで宮本三郎・栗原信らとともに報
道された。この後も二科展への出品を続け，個展を開くなど，画家としての地歩を固めていく。
昭和 12 年 8 月 13 日，くすぶっていた日中関係は第二次上海事変に突入，宣戦布告もなく目的も明
確にされないまま開始された戦争は，様々な体制整備が間に合わず，従軍希望の美術家は大勢いたも
のの受け入れることができない状況にあったようだ。国の対応を待ちきれなかった向井は，個人の資
格で従軍する道を選択し，同年 10 月から 11 月下旬にかけて，天津，北京，北支，蒙彊方面に向かう。
とにかく行かなければ，という気持ちが逸っていたことが『絵と文　北支風土記』（大東出版社　昭和




三）」と顔写真入りで報じた。11 月 7 日から 3 日連続で「朝日新聞」に「従軍画家　向井潤吉」の署
─ 33 ─
名でさっそく「北支点彩」と題した文章と挿絵が掲載され，蒙古族の帰化城や建物，野戦病院の様子
などを伝えている。帰国後 12 月には銀座・青樹社と大阪長堀の高島屋で「北支戦線従軍スケッチ展」 
を開催し，油絵 38 点を発表する。こうして向井は先陣を切って従軍画家となるのである。
日本軍が中国大陸への進出を続ける中，洋画壇の中堅から成る「彩管部隊」が編成され，向井は中




中支へ出動」）と報じている。一隊は 5 月に出発，記録画を制作する。同年 6 月には鶴田吾郎，向井潤
吉，清水登之ら 11 人を発起人として大日本陸軍従軍画家協会を結成，9 月，第 25 回二科展に「突撃」 
を出品する。昭和 14 年 4 月には陸軍美術協会へと拡充され，この時点で従軍画家・彫刻家は 200 名
を超えていたという。
戦争に素早い動きを示した向井らの動きに「朝日新聞」が寄り添いながら美術界を先導する役割を
果たし，戦時色を強めて行く。朝日新聞社の主催で「聖戦美術展」（昭和 14 年，昭和 16 年）が開催さ
れたほか，「航空美術展」（昭和 16 年～昭和 18 年），「大東亜戦争美術展」（昭和 17 年，昭和 18 年），「海
洋美術展」（昭和 17 年～昭和 19 年），「陸軍美術展」（昭和 18 年～昭和 20 年），「国民総力決戦美術展」（昭

















ことがわかる。9 月 9 日の「朝日新聞」には，二科展に出品して話題になった向井の「突撃」の写真
が「戦時下の紙上美術展」として掲載された。
「突撃」に関しては，銃を振り上げる兵士の鬼気迫る表情が日中戦争に対して悪印象を与えるとの







現在行方不明とのことだが，同じ「突撃」と題された別の絵が昭和 14 年 3 月 9 日にイタリア陸軍に









昭和 14 年 7 月，第一回聖戦美術展が陸軍美術協会と朝日新聞社との共同で開催され，向井は「福
山機の壮絶なる雄志」を出品，9 月の第 26 回二科展には「難行」「甦民」（ともに二百号）を出品し，
「突撃」と合わせて「聖戦三連作」とされる。


















昭和 15 年 8 月の第 27 回二科展には「豆満江畔」を出品，10 月の紀元二六〇〇年奉祝美術展覧会
には「黄昏」を出品する。12 月 6 日から火野の小説「美しき地図」の挿絵を担当し（「朝日新聞」昭和
15 年 12 月 6 日～16 年 5 月 21 日），これが向井と火野との最初の出会いとなった。
─ 35 ─
昭和 16 年 7 月，第 2 回聖戦美術展に審査員として「待機」を出品，9 月第 28 回二科展には「坑底
の人々」を出品し，評議員となる。11 月，国民徴用令により比島派遣渡集団報道班員としてフィリ




昭和 16 年 12 月 8 日，太平洋戦争勃発。20 日，火野は全九州から文化人が集う「米英撃滅文化翼
賛九州大会」に文化部長岸田国士らと出席する。昭和 17 年 2 月，宣甲部隊（南方方面派遣軍宣伝中隊）
員として白紙徴用を受け，3 月 4 日にフィリピンのマニラに到着，第一陣の尾崎士郎，石坂洋次郎，
今日出海，向井潤吉，永井保と合流し，バターン作戦に従軍する。4 月 10 日に，米比軍が降伏する。
火野はマニラに帰るとデング熱で陸軍病院に約 15 日間入院。40 度を越える熱をおしてバターン戦記









部，昭和 17 年 11 月）が英訳付きで現地向けの強化宣伝活動の一環として発行されており，戦死した日
本兵の遺品として保管していた米国の女性が，44 年ぶりに持ち主の遺族に返却されたと報道された
（「故火野葦平の未発表従軍記が日本兵の遺品に　戦中，比で出版　米人が遺族に返還」「読売新聞」夕刊　平成
元年 12 月 28 日）。日本人の思想や武士道の解説書として現地向けに出版し，表紙は向井が担当したよ
うだ。国会図書館にも所蔵がなく，未見である（新聞の記述によれば火野葦平資料館でも未所蔵，「敍説
XIII」の著作目録でも未見とされている）。




























































向井は昭和 17 年 9 月 11 日に帰国，12 月には朝日新聞主催の大東亜戦争美術展に「バターン半島







るのが難しいと同時に面白いと思つた」と述べている。9 月の第 30 回二科展では「セクスモアンの
伽藍」を出品。この年 6 月，ビルマ，アキャブ方面に従軍する。
火野は 12 月 25 日に帰還，昭和 18 年，「軍艦島」（「改造」1 月号），連載小説「真珠艦隊」（「週刊少
国民」6 月 6 日号まで 23 回連載），1 月から 4 月まで九州各地を中心に「比島より還りて」の題で講演，
バターンを中心とした比島作戦における兵隊の労苦や比島における文化工作の困難などを実体験に基
づいて例をあげながら話した（「敍説 XIII」年譜参照）。3 月 1 日「文学は兵器である」（「九州文学」3 月
号）などを書く。文学報国会に出席し，23 名の発言者のうちの一人として，「軍人精神と文学者の日
常生活」について語った。講演を多く行ったほか，「陸軍」を「朝日新聞」に連載（5 月 11 日～昭和
19 年 4 月 25 日），5 月 20 日『歴史』（生活社）を上梓，8 月 25 日には大東亜文学者決戦大会に日本代
表の一人として出席した。11 月 20 日には『バタアン戦話集　敵将軍』を上梓する。この年，芸術小
劇場で北村喜八演出による「幻燈部屋」が上演されている。
（2）　ビルマ・インド方面への従軍




月 25 日にはマキン，タラワ両島守備隊も玉砕。この間，9 月 8 日には同盟国イタリアが無条件降伏
している。昭和 19 年 2 月 1 日，アメリカ軍はマーシャル群島に上陸，2 月 6 日にはクエゼリン，ル




のビルマ反攻作戦を阻止し，インド国内の反英運動を高揚させる必要があった。昭和 19 年 1 月 8 日
に大本営はインド侵攻作戦として「インパール作戦」を発表する。この作戦は，ビルマとインドとの
山岳地帯 470 キロの行軍を強いる苛烈なものであり，3 月 8 日に開始し 4 月初旬までは日本軍が優勢
だったものの次第に劣勢になる。大本営は雨季に入る前 3 週間でイギリス軍が拠点とするインパール
を陥落できると予測し，20 日分の糧秣を運ばせ食料にするための牛・山羊・羊など 2 万頭を準備し
ただけであった。山岳地帯での悪路に加え食料・物資等の補給は断たれ，師団長の抗命者も出るが，












27 日にはサイゴンに一泊，28 日にはバンコクに一泊して 29 日にラングーンに到着する。
昭和 19 年 5 月 9 日「朝日新聞」の記事「描く〝勝利の記録〟火野，向井，古関氏ビルマ前線へ」
は 3 人の顔写真入りで報道した。重爆撃機に搭乗し 9 時に離陸，火野は持参した「万葉集」を取り出
して読み，居眠りをする（『インパール作戦従軍記―葦平「従軍手帖」全文翻刻』（解説　渡辺考・増田周子　

















7 月 4 日に大本営はインパール作戦の中止を発表，ライマナイから撤退した二人はマンダレーで古
関と合流したが，火野はその後，雲南省で戦っていた郷土部隊，通称「菊兵団」を訪ねている。火野
は，生命を保つことさえ難しい兵士に進撃命令が下される状況に，すべては無謀，無駄な作戦だった，
と伝えている。ラングーンも毎日空襲を受けており，向井は 8 月に，火野は 9 月 3 日に帰国するが，
古関だけはサイゴンに赴き，レコーディングや演奏会などを行っていたという。
火野は 11 月 11 日，南京で開催された第 2 回大東亜文学者大会に日本代表 12 名の一人として参加，
26 日に帰国する。12 月 7 日に松竹で映画化された「陸軍」が封切られる。
4　敗戦後の火野と向井
敗戦後，昭和 23 年 6 月 25 日から昭和 25 年 10 月 13 日まで文筆家追放指定を受けた火野は，昭和
23 年 1 月から 5 月まで「青春と泥濘」を「風雪」に連載するが，占領軍から干渉があり中断，昭和












公職追放が解除されて連載可能となった新聞小説「赤道祭」が，昭和 26 年 3 月 11 日から 8 月 19
日まで「毎日新聞」に掲載される。挿絵は向井が担当，3 月 6 日の予告では，「昨秋追放解除となり
注目を浴びている火野葦平氏の『赤道祭』であります。（中略）氏が，今日を期して雌伏三年間に蓄
積してきた創作情熱を，どのような形で読者の前に展開するか，御期待を願います」と記された。連
載終了の 4 カ月後，12 月 7 日には東宝から「赤道祭」，同日，新東宝からは同じく火野原作の「新遊
侠伝」が封切られた。翌 27 年には「花と龍」を「読売新聞」に連載（昭和 27 年 6 月 20 日～28 年 5 月















機関美術誌「ぱれっと」を昭和 21 年 9 月に創刊した。第 2 号（22 年 9 月発行）には火野が「画集三
巻」という文章を寄せている（未見，『行動美術　35 年の小史』行動美術協会　昭和 55 年 11 月　p33 に拠る）。
画家たちが残した戦争画と従軍記についてまとめた溝口郁夫『絵具と戦争』（国書刊行会　平成 23 年
3 月）によれば，戦後，GHQ は藤田嗣治，向井潤吉，宮本三郎らの戦争画 153 点をアメリカに持ち
帰り（昭和 26 年「無期限貸与作品」扱いで日本に返還），同時に画家たちの書いた従軍記を含め，7700 余
りの本が没収されたという。その中で向井の絵は 4 点（「4 月 9 日の記録（バタアン半島総攻撃）」「マユ山
壁を衝く」「バリッドスロン殲滅戦」「水上部隊のミートキーナの奮戦」）確認できる。従軍画家が書いた書








野葦平選集月報第 4 号」（東京創元社　昭和 33 年 4 月）にも文章を寄せており，インパールでの縁が続
いていたことが分かる。
火野は『火野葦平選集』全八巻（昭和 33 年 5 月～34 年 6 月）を上梓する。第一巻の巻頭には作家と
なるきっかけとなった「糞尿譚」を置き，「愛着のある作品はほとんど」（「選集編纂に当って」「火野葦





『火野葦平選集』第六巻（東京創元社　昭和 33 年 4 月）の扉には，向井潤吉による「女馭者」を載せ






























任務に忠実果敢な一下士官そのものであった」（「日本経済新聞」　昭和 42 年 8 月 12 日）と書いている。
記憶の中に飛び込んでは傷ついて這い出し，また飛び込んでは這い出し，53 歳で睡眠薬自殺を遂げる。
一方向井は，画業 60 年の節目にあたる昭和 49 年 5 月，朝日新聞社主催で画業六〇年記念　向井潤
吉環流展』を開催した。行動美術協会の趣旨どおり芸術行動を実践し続け，昭和 55 年には難波香久
三と共同編集で『行動美術三十五年の小史』（行動美術協会　昭和 55 年 11 月）を刊行，向井は第 47 回
（平成 4 年）を除く全ての回に出品しており，緻密で几帳面な仕事ぶりを発揮した。
昭和 57 年 10 月，世田谷区名誉区民となり，昭和 59 年 1 月には世田谷美術館に作品 28 点を寄贈す
る。昭和 61 年 10 月，世田谷美術館において向井潤吉展を開催。平成 5 年 7 月には，長年住んだ住居
を世田谷区に寄贈し，展示施設として整備された向井潤吉アトリエ館が世田谷美術館分館としてオー




画業」『アサヒグラフ別冊』昭和 51 年 5 月）。写実を根底に据え，西洋絵画の前衛を観ながらも抽象に屈
することなく，“後衛” と自称する独自の画風を守り続け，滅び行くものに魂を注ぎ込んだ向井は戦




西暦 和　暦 年齢 概　　　要 西暦 和　暦 年齢 概　　　要
1901 （明治 34）年 0 11 月 30 日　才吉・津禰の長男として京都市に生誕。
1902 （明治 35）年 1
1903 （明治 36）年 2
1904 （明治 37）年 3
1905 （明治 38）年 4
12 月 3 日生誕。 1906 （明治 39）年 5
1907 （明治 40）年 0 戸籍上は 1 月 25 日　金五郎・マンの長男として福岡県若松港に
生誕。本名玉井勝則。
1907 （明治 40）年 6
1908 （明治 41）年 1 1908 （明治 41）年 7
1909 （明治 42）年 2 1909 （明治 42）年 8
1910 （明治 43）年 3 1910 （明治 43）年 9
1911 （明治 44）年 4 1911 （明治 44）年 10
1912 （大正 01）年 5 1912 （大正 01）年 11
1913 （大正 02）年 6 若松尋常小学校入学。 1913 （大正 02）年 12
1914 （大正 03）年 7 1914 （大正 03）年 13 京都市立美術工芸学校予科に入学。
1915 （大正 04）年 8 1915 （大正 04）年 14
1916 （大正 05）年 9 1916 （大正 05）年 15 京都市立美術工芸学校中退。関西美術院に学ぶ。
1917 （大正 06）年 10 1917 （大正 06）年 16
1918 （大正 07）年 11 1918 （大正 07）年 17 〈森と池〉
1919 （大正 08）年 12 小倉中学校入学。 1919 （大正 08）年 18 「中学世界」9 月号口絵懸賞に〈南禅寺附近〉，第 6 回二科会に
〈室隅にて〉が初入選。「中学世界」同号には「私の生ひ立ちと私
の画について」も掲載。〈ダリア〉〈自画像〉
1920 （大正 09）年 13 画家志望であったが文学に志望を変更。 1920 （大正 09）年 19 上京。万朝報の配達をしながら川端画学校に通う。第 7 回二科展
に〈八月の鉢〉入選。京都に帰り黒谷境内の寺にて下宿生活。
1921 （大正 10）年 14 ツルゲーネフ，ドストエフスキー等を濫読。 1921 （大正 10）年 20 大坂高島屋呉服店図案部に勤務。京都伏見深草の歩兵第三十八連
隊に入営。在隊二年で除隊。
1922 （大正 11）年 15 「搖籃」に「女賊の怨霊」を発表。 1922 （大正 11）年 21
1923 （大正 12）年 16 早稲田第一高等学院入学。 1923 （大正 12）年 22
1924 （大正 13）年 17 1924 （大正 13）年 23 高島屋呉服店に復職。信濃橋洋画研究所に通う。
1925 （大正 14）年 18 童話集『首を売る店』を内藤奎運堂より自費出版。 1925 （大正 14）年 24
1926 （大正 15）年 19 早稲田大学英文学部入学。同人誌「街」創刊。A. ダウスン詩集
を翻訳。
1926 （大正 15）年 25 第 13 回二科展に〈葱の花〉入選。
1927 （昭和 02）年 20 同人誌「聖杯」創刊。 1927 （昭和 02）年 26 10 月 29 日　京都を出発，シベリア鉄道経由で渡仏。11 月 18 日
パリ着。ルーブル美術館に通い模写に励む。
1928 （昭和 03）年 21 福岡歩兵第二十四連隊に幹部候補生として入営。12 月　除営，早
稲田大学中退。
1928 （昭和 03）年 27 〈首飾と婦人〉サロン・ドートンヌに出品。
1929 （昭和 04）年 22 玉井組の作業現場に出る。 1929 （昭和 04）年 28 （スペインに旅行。）




1931 （昭和 06）年 24 若松沖仲仕労働組合を結成。書記長に就任。 1931 （昭和 06）年 30 第 18 回二科展に〈サキソフォンを持つ男〉〈拳闘〉〈四ッノ顔〉入選。
1932 （昭和 07）年 25 父と，50 人の玉井組沖仲仕と上海に渡る，長女美絵子誕生。 1932 （昭和 07）年 31 第 19 回二科展に〈家族〉〈叢林〉が入選。
1933 （昭和 08）年 26 1933 （昭和 08）年 32 東京都世田谷区弦巻にアトリエ兼住まいを構える。長女誕生。
〈衣をぬぐ女〉。第 20 回二科展に〈七月の田園〉〈ル・バル〉〈父
と子〉入選。
1934 （昭和 09）年 27 詩誌「とらんしつと」に加盟。 1934 （昭和 09）年 33 第 21 回二科展に〈争へる鹿〉出品。
1935 （昭和 10）年 28 「九州文化」に小説を，「九州芸術」に詩を発表。 1935 （昭和 10）年 34 第 22 回二科展に〈風浪の室戸岬〉〈踊子習作〉A・B 出品。
銀座三昧堂にて豆絵展開催。
1936 （昭和 11）年 29 「九州文化」に「帝釈峡記」。朝鮮，満洲に旅行。 1936 （昭和 11）年 35 第 23 回二科展に〈霽れゆく寒霞渓〉〈立てる少女〉を出品。会員
に推挙される。
1937 （昭和 12）年 30 久留米の同人誌「文学会議」に「糞尿譚」他を発表。12 月 伍長
として応召。
1937 （昭和 12）年 36 10 月初旬から 11 月下旬にかけ，天津，北京，北支蒙彊方面に従
軍。12 月「北支戦線従軍スケッチ展」（油絵 38 点）開催。
第 24 回二科展に〈凍日〉〈伐採の人々〉出品。
1938 （昭和 13）年 31 3 月「糞尿譚」芥川賞。4 月 中支派遣軍報道部へ転属。5 月 徐州
会戦に従軍。軍曹に。
1938 （昭和 13）年 37 5 月上旬　上海に赴き上海軍報道部の委嘱により作戦記録画を制
作。大日本陸軍従軍画家協会設立され会員となる。
第 25 回二科展に〈突撃〉出品。〈影〉
1939 （昭和 14）年 32 2 月 海南島作戦従軍。4 月『海南島記』『広東進軍抄』刊。11 月
現地除隊。12 月帰還。
1939 （昭和 14）年 38 陸軍美術協会が結成され，会員となる。「聖戦美術展」に〈新木
橋の激闘〉を出品，『北支風土記』（大東出版社）刊。
第 26 回二科展に〈甦民〉〈難行〉〈福山楼〉
1940 （昭和 15）年 33 兵隊 3 部作で朝日文化賞受賞。朝日新聞朝刊に「美しき地図」連載。
『兵隊について』
1940 （昭和 15）年 39 第 27 回二科展に〈豆満江畔〉。昭和洋画奨励賞受賞。
「紀元二千六百年奉祝美術展覧会」に〈黄昏〉を出品。
1941 （昭和 16）年 34 9 月 満州事変十周年記念講演旅行。大連，旅順，奉天，新京，ハ
ルピン，ハイラル，チチハル，黒河などに赴く。『美しき地図』　
『春日』『百日紅』。12 月 8 日 太平洋戦争勃発




1942 （昭和 17）年 35 白紙徴用され，3 月 4 日フィリピンに上陸。バターン作戦に従軍。
デング熱のため 20 日間入院。12 月帰国。『兵隊の地図』
1942 （昭和 17）年 41 9 月 11 日帰国。大東亜戦争美術展に〈バタアン半島完全攻略（四
月九日の記録・第二十五号軍用路に於いて）〉を出品。『南十字星
下』（陸軍美術協会出版部）刊。
1943 （昭和 18）年 36 『バタアン戦話集　敵将軍』『歴史』『青狐』『真珠艦隊』。日本文
学報国会結成され，九州支部幹事長を委嘱される。
1943 （昭和 18）年 42 6 月　ビルマ，アキャブ方面に従軍。『大東亜戦争画文集　比島』
（新太陽社）。〈肉迫攻撃〉
1944 （昭和 19）年 37 4 月，報道班員としてインパール作戦に従軍，9 月 9 日帰国。『南
方要塞』刊。記念講演旅行。
1944 （昭和 19）年 43 4 月　火野葦平，古関裕而らとビルマ，インパール戦線に従軍，8
月帰国。〈ロクタク湖白雨〉〈バリッドスロン殲滅戦〉〈マユ山壁
を衝く〉制作。
1945 （昭和 20）年 38 『陸軍』刊。7 月 7 日西部軍報道部結成，白紙徴用を受け嘱託とな
り福岡滞在。8 月 15 日敗戦。『陸軍』10 月「九州書房」設立。
1945 （昭和 20）年 44 新潟県川口村で取材した〈雨〉を制作。以降民家を生涯のテーマ
とする。旧二科会同志と行動美術協会を結成。〈水上部隊ミート
キーナの奮戦〉
1946 （昭和 21）年 39 「九州文学」復刊。 1946 （昭和 21）年 45 第 1 回行動美術協会展に〈よあけ〉〈まひる〉出品。
火野葦平略年譜（続き） 向井潤吉略年譜（続き）
1947 （昭和 22）年 40 『石と釘』『怒濤』『夜景』 1947 （昭和 22）年 46 〈雪〉。第 2 回行動展に〈炭塵の中に〉。
1948 （昭和 23）年 41 5 月 16 日　文学者の追放指定を受ける。『歌姫』『黄金部隊』 1948 （昭和 23）年 47 第 3 回行動展〈一隅の肖像〉
1949 （昭和 24）年 42 『河童』。「青春と泥濘」完結。 1949 （昭和 24）年 48 第 4 回行動展〈昏明期〉
1950 （昭和 25）年 43 10 月 13 日までで追放解除。 1950 （昭和 25）年 49 第 5 回行動展〈亭午〉
1951 （昭和 26）年 44 追放解除により新聞小説の道が開け，3 月から毎日新聞朝刊に
「赤道祭」を連載。
1951 （昭和 26）年 50 第 6 回行動展〈鏡の座〉
1952 （昭和 27）年 45 読売新聞朝刊に「花と龍」を連載。『どんこの舌』 1952 （昭和 27）年 51 第 7 回行動展〈残冬〉
1953 （昭和 28）年 46 阿佐ヶ谷 3 丁目 23 番地に鈍魚庵を移す。新築祝いに向井から『ロ
クタク湖白雨』を贈られる。5 月末～8 月はじめまで渡欧。
1953 （昭和 28）年 52 第 2 回日本国際美術展に〈春蘭〉を出品。第 8 回行動展に〈海〉
（裸婦群像）を出品。
1954 （昭和 29）年 47 『活火山』『琉球舞姫』『小説ヨーロッパ』『戦争犯罪人』 1954 （昭和 29）年 53 第 1 回現代日本美術展に〈めし喰うやん衆達〉を出品。
第 9 回行動展〈生活の河〉
1955 （昭和 30）年 48 4 月 6 日から 6 月 9 日までインド，中国，北朝鮮を訪れる。『赤い
国の旅人』『天国遠征』
1955 （昭和 30）年 54 〈斜陽の家〉。第 10 回行動展〈ハムレットに於ける芥川比呂志〉
1956 （昭和 31）年 49 『ある詩人の生涯』『沈まぬ太陽』 1956 （昭和 31）年 55 第 11 回行動展〈煙雨の岬〉
日本橋高島屋にて民家を主とした油彩展開催。〈海〉。
1957 （昭和 32）年 50 『河童曼陀羅』『コマよ，まわれ』『魔の河』 1957 （昭和 32）年 56 〈浄土ヶ浜〉〈山麓雨日〉第 12 回行動展〈北端の村〉。
1958 （昭和 33）年 51 9 月から 11 月にかけアメリカ旅行。『金銭を歌う』『百年の鯉』 1958 （昭和 33）年 57 〈雪原〉〈岩手山新雪（渋民）〉。第 13 回行動展〈黄の壁〉〈暗い河〉。
『油彩』（東峰書院）。
1959 （昭和 34）年 52 『火野葦平選集』全 8 巻完結。筑摩書房版『新選現代日本文学全
集』第十九巻「火野葦平集」刊。
1959 （昭和 34）年 58 5 月 14 日　長女を伴い渡仏。30 年ぶりにルーブル美術館を訪れる。
イタリア，スペイン，ドイツ，スペインへ旅行。
1960 （昭和 35）年 1 月 24 日 若松の自宅で自死。
『革命前後』。享年 52。
1960 （昭和 35）年 59 3 月 10 日 三井船舶榛名山丸で 10 か月ぶりに帰国。銀座松屋で
「石彫聖人素描展」開催。〈山村杏花〉8 月 1 日，火野葦平文学碑
除幕式に参列。
1961 （昭和 36）年 60 原因不明の不審火によりアトリエ，応接間を焼失，前年持ち帰っ
た滞欧作 40 点を含む作品，模写 4 点，スケッチ等百数十点を失う。
〈春―杏花の村〉。第 16 回行動展〈叢の中の家〉〈山懐ろの家〉
1962 （昭和 37）年 61 第 17 回行動展〈飛騨立秋〉〈飛騨晩春〉。〈孟春〉
1963 （昭和 38）年 62 アトリエを兼ねた住まいを再建。
1964 （昭和 39）年 63 『民家十二ヶ月集』（芸艸堂）。
1965 （昭和 40）年 64 第 20 回行動展〈晩春〉〈残雪と若菜〉。〈しぐれる大原〉




1967 （昭和 42）年 66 〈磐梯山好日〉〈飛島路三月〉〈洛北小春〉など 40 点発表。
第 22 回行動展〈蒼緑の村〉〈草原の六月〉「交遊抄　葦平さん」
1968 （昭和 43）年 67 『日本の民家』（保育社）。
1969 （昭和 44）年 68 岩手県一関から土蔵を自邸に移築しアトリエの一部とする。〈岳
麓好日〉
1970 （昭和 45）年 69 至道博物館（山形県鶴岡市）にて「向井潤吉洋画展 日本の民家」
開催。第 25 回行動展〈雨後楢下宿〉
1971 （昭和 46）年 70 第 26 回行動展〈岳への径〉
1972 （昭和 47）年 71 第 27 回行動展〈残冬〉〈遅春〉
1973 （昭和 48）年 72 第 28 回行動展〈遠野春色〉〈山雨来る部落〉
1974 （昭和 49）年 73 京都府立文化芸術会館において，民家を主とした自選 50 点を出品。
「画業六十周年記念向井潤吉還流展」開催。
第 29 回行動展〈微雨〉〈海霧の岬〉
1975 （昭和 50）年 74 横浜高島屋にて「向井潤吉民家展」開催。故郷の京都府に〈洛北
暮雪〉など自作 22 点を寄贈。第 30 回〈一隅の風景〉〈山居立春〉
1976 （昭和 51）年 75 第 31 回行動展〈丘〉〈春映〉
1977 （昭和 52）年 76 第 32 回行動展〈雨後千曲川〉〈叢中花〉
1978 （昭和 53）年 77 第 33 回行動展〈峠の下の村〉出品。日本橋高島屋にて「民家を
主とした油彩展第 9 輯」を開催，〈北国街道白雨〉等 44 点を発表。
1979 （昭和 54）年 78 「向井潤吉素描展」に 70 点余を出品。第 34 回行動展〈山野新雪〉
1980 （昭和 55）年 79 『行動美術三十五年の小史』（向井潤吉・難波香久三篇，行動美術
協会）。第 35 回行動展〈雲とみ仏たち〉
1981 （昭和 56）年 80 中国に旅行。第 36 回行動展〈小鳥とみ仏たち〉
1982 （昭和 57）年 81 世田谷区名誉区民となる。第 37 回行動展〈塔と壁〉
1983 （昭和 58）年 82 第 38 回行動展〈宿雪の峡〉
1984 （昭和 59）年 83 世田谷区に自作 28 点を寄贈。第 39 回行動展〈春塘〉
1985 （昭和 60）年 84 第 40 回行動展〈春韻武蔵野〉
1986 （昭和 61）年 85 世田谷美術館において「向井潤吉展ー日本の抒情・民家ー」開催
第 41 回行動展〈遅れる春の丘より〉
1987 （昭和 62）年 86 第 42 回行動展〈小吹雪く日〉
1988 （昭和 63）年 87 第 43 回行動展〈春叢〉
1989 （平成 01）年 88 笠間日動美術館において「向井潤吉展」開催。
第 44 回行動展〈春麗〉
1990 （平成 02）年 89 「米寿記念 向井潤吉展」開催。第 45 回行動展〈秋酣〉
1991 （平成 03）年 90 第 46 回行動展〈湖東の家〉
1992 （平成 04）年 91
1993 （平成 05）年 92 自邸および土地，改修費，自作約 600 点を世田谷区に寄贈。世田
谷美術館分館向井潤吉アトリエ館開館。第 48 回行動展〈春山遠
望〉
1994 （平成 06）年 93 第 49 回行動展〈山峡早春〉
1995 （平成 07）年 第 50 回行動展〈武蔵野の春〉



































連載第 1 回　 内地でサーカスの娘の綱渡りを幼い息子二人とともに見物する千太郎は，そこで数年
前の戦地の記憶が甦る。
─ 45 ─






向井は火野とのはじめての出会いを昭和 14 年，「A 新聞の小説にさし絵を担当した縁であった」
と回想している（「交遊抄　葦平さん」　日本経済新聞　昭和 42 年 8 月 12 日）。火野の自筆「年譜」（『火野























ん」（p64）が見られる。「南十字星」第百号（昭和 18 年 9 月 8 日）表紙 3 の投稿規程には「在留邦人諸
氏の投稿も歓迎す」とある。同時期に報道班員として従軍した火野の名は本書には見えないが，火野
















本書は，昭和 17 年 3 月 14 日（サンフェルナンド）から 4 月 11 日（マリベレス港）までの 29 日間の
日記体記録である。この期間の行動はほとんど向井とともにしており，以下の冒頭●印の記載には向
井の名が登場する。バターン半島，マニラ湾，マニラ一帯の地図が付され，以下の日記に，本文中
10 枚の向井のスケッチ，および写真 12 枚が挿入されている。
3 月 14 日（サンフェルナンド）　　　向井のスケッチ「サン・フェルナンドの教会」
●3 月 15 日（バランタイ河畔）　　　　写真「マリベレス，サマットを望む」




3 月 16 日（サンフェルナンド）　　　向井のスケッチ「比島人の捕虜」
3 月 17 日（サマル）　　　　　　　　向井のスケッチ「難民の女達」
3 月 18 日（サマル）







3 月 20 日（ブリット高地）　　　向井のスケッチ「砲兵陣地山塞の図」










3 月 22 日（サマル）
3 月 23 日（サマル）　　　　　　向井のスケッチ「福山橋の朝」
3 月 24 日（ブリット高地）
3 月 25 日（オラニ）
3 月 26 日（マニラ）
3 月 27 日（サマル）
3 月 28 日（サマル）
3 月 29 日（アボアボ河畔）　　　向井のスケッチ「砲兵観測陣地」［表紙絵に同じ］
3 月 30 日（ブリット高地）
3 月 31 日（タリサイ河畔）　　　写真「渡辺小隊」
　　　　　　　　　　　　　　向井のスケッチ「寝てゐる兵隊」［5 名の寝姿］
4 月 1 日（タリサイ河畔）　　　  向井のスケッチ「木の葉虫」
　　　　　　　　　　　　　　注　火野に同題の短篇がある。資料 7 参照。
4 月 2 日（ブリット高地）　　　  写真「河畔の炊爨」
4 月 3 日（ブリット高地）
4 月 4 日（ブリット高地）























































　　注 　「チン」と「ドン」は，火野の『花と兵隊』（改造社　昭和 14 年 8 月　p37 他）における「タクアン」と
「ナラヅケ」を連想させる。
4 月 10 日（マリベレス港）　　　　  写真「マリベレス」
─ 49 ─







和 33 年 9 月）に詳しい。バターン攻略戦が終りマニラの軍司令部に引き上げた火野はデング熱のため





資料 4　向井潤吉『比島従軍記　南十字星下』（陸軍美術協会出版部　昭和 17 年 12 月）
陸軍報道班員　向井潤吉の著作であり，装幀・挿画も著者向井による。


























本書の記録は「昭和 16 年　××月×××日　水曜日　　晴」から書き起こされ，77 日分の記録で
ある。冒頭の月日はすべて×印で記され，曜日は記される時と記されない時がある。
向井の年譜（『向井潤吉の絵画と写真』世田谷美術館　平成 14 年 1 月）には昭和 16 年 11 月，国民徴用
令によって比島派遣渡集団班員としてフィリピンに赴き，翌 17 年 9 月 11 日に帰国したとある。戦中















































この章のための解説文には 3 月 1 日にマニラ宣伝本部に，三木清，玉井勝則（火野葦平），上田広，
柴田賢次郎，沢村勉他が到着したことが見え，ここではじめて火野葦平が登場する。
絵画班要員として指名されている野中勲夫，永井保のほかに上島長健を引き込み，現地徴用の形で，












































































































































資料 5　向井潤吉「従軍三百日」（大東亜戦争記録画譜「新美術」第十九号　春鳥会　昭和 18 年 2 月
3 日　pp39-47）
『草屋根と絵筆』（国書刊行会　平成30年9月）に再録されているが初出の図，写真は収録されていない。
昭和 16 年 11 月に故国を出発し，翌 17 年 9 月 11 日に帰国後認められた，300 日に及ぶフィリピン
従軍についての報告である。タイトルの署名は向井の筆跡。スケッチ 2 点（米兵・現地人），写真（火
野葦平の短歌が書かれ，火野と向井が写っている），フィリピンで著者が制作したポスター（「ESTABLISH 
THE NEW PHILIPPINES WITH THE SWEAT OF YOUR BROWS」と記された画面に，日本国旗のついた
ランニング姿の鋤を持つ男が描かれている）が付載されている。













































『バタアン戦話集　敵将軍』（第一書房　昭和 18 年 11 月）に収載されている。
この号は発刊された時期に，火野も向井も任を解かれており，報道部長も交代している。
資料 8　火野葦平「従軍手帖」（『インパール作戦従軍記―葦平「従軍手帖」全文翻刻』　解説 渡辺
考・増田周子　集英社　平成 29 年 12 月）
引用はすべて本書に拠る。巻末に「故・鶴島正男氏による翻刻作業〔「敍説」（一九九七～二〇〇一年
所収）〕なくしては，決して成り立たなかった。」と記し謝意を表している。








8 年 11 月　p65。なお，旧版は昭和 28 年に日本出版協同より刊行されている。）
　 　インパール作戦は，ビルマ方面軍司令官河邊正三の麾下，第 15 軍（牟田口廉也司令官），31 師団（通称「烈」
師団　佐藤幸徳師団長），15 師団（通称「祭」師団　山内正文師団長→柴田卯一師団長），33 師団（通称「弓」師団　柳
田元三師団長→田中信男師団長）が参加し，火野・向井らは「弓」師団に従軍した。






4 月 26 日（飛行場で佐藤春夫氏に会つた）（屏東）　まつ暗な町に散歩に出る。画伯，古関氏，石山氏。
観山亭といふレストランで，高砂ビールをのむ。（p34）




4 月 28 日 Bangkok（盤谷）　町に，画伯と連れだつて買物に出る。日本人の店で，靴下，シヤツ，
小刀などを買ふ。（p45）

















5 月 12 日（メーミヨウ→マンダレー）　空襲が長いので，壕の中で眠くなる。（中略）一時間あまり経
つて，解除の警報鳴る。出てみると，空は雲に掩はれてゐるが，月でぼうと明るい。小便をして
ゐるともう一つ向ふの壕から画伯と中埜君と出て来る。どこに落ちたかななどと話す。（p90）






5 月 13 日（ナシガ）　とつぜん，眼前に低く敵機があらはれた。（中略）みんなばらばらと木かげを
見つけてかくれる。鉄兜をかぶつた画伯がずつと先の方から，手まねきして呼んでゐる。（p98）
5 月 16 日（インダンギ）　雨もよひのせいか，昨日のやうには暑くない。ときどき，ぱらぱらと来る。
画伯は梁山泊を写生してゐる。（中略）夕刻，医務室から，北島少尉が迎へに来る。画伯と二人
で行く。二畳くらゐの竹の間に，いささかの馳走がととのへてある。（p111）
5 月 18 日（インダンギ）　画伯，しきりにグルカ兵，チン兵を写生。（p118）
5 月 19 日（インダンギ→シイン）　前線へ画伯を同行することがよいかわるいか，残るやうにいはう
と思つたが，画伯が無頓着の様子なのでいはぬことにした。（p123）


















注 　「美しき地図」は資料 1 に挙げたように朝日新聞連載（挿絵　向井潤吉）の後，同昭和 16 年 8 月 7 日に
単行本『長篇小説　美しき地図』（装幀　中川一政，カット　青柳喜兵衛）として改造社から刊行された。所
蔵されていたのはこの単行本であろう。























5 月 28 日（テイデイム）　向井さん，あんたの絵をハルピンで見ました，と，［柳田元三］閣下は鬱
積した心のなかを隠して，次々に話をされるが，なにか，こちらは虚心に話ができない。（p155）
注 　柳田は，インパールに敗走する英印軍第 17 師団の包囲殲滅に失敗した（3 月 24 日）ため，5 月 12 日，
牟田口司令官に，火野らが従った第 33 師団長を罷免されていた。（土門周平『インパール作戦　日本陸軍最
後の大決戦』　PHP 研究所　平成 17 年 2 月　pp266-71 参照）
















「実に壮大な感にうたれる」である。これが，向井の「ロクタク湖白雨」（昭和 19 年制作　資料 9 参照）や
火野の『青春と泥濘』（六興出版社　昭和 24 年 3 月）を導くいわば「起点」となったとも考えられる。
　 　牟田口中将は，ビルマ方面軍司令官河邊正三中将と，作戦続行か否かを決定するインダンギでの会見
（6 月 6 日）（土門　前掲書 pp310-12）の途次，6 月 1 日，ティディムの西機関に立ち寄った。火野が牟田口
に会うのはこの日の夜である。牟田口は「烈」兵団長佐藤中将の撤退を翻意させようとしていたが，佐


















6 月 8 日（テイデイム町）　画伯と，テイデイム町に行く。（中略）大久保君，案内してくれる。近道
とて，谷を上り下りしてゆく。足痛くて楽でない。画伯は例によつて辷る。（p184）
6 月 9 日（テイデイム）　画伯，安崎中尉の肖像を描いたので，一詩を加へる。月出でず，雨となる。
（p188）
─ 60 ─
6 月 17 日（テイデイム）　天狗俳会。暇とはいやなものである。
　［全 12 句のうち］向井さんでべそなでなでする気なり（p198）












17 年 3 月，フィリピン戦におけるバターン半島総攻撃に従軍し，この川の記憶を共有している。資料 3

















巻』靖国神社臨時大祭委員編纂発行　昭和 19 年 9 月）には残骸の前面に黒猫の標識が描かれている。この絵の
制作年はわからないが，向井が昭和 18 年 6 月に従軍した時の作品か。
　　画伯は本ばかり読んでゐる。「成吉思汗」（p222）




6 月 25 日（3299）　画伯，幕舎の残骸を画いてゐる。一緒に軽四でかへる。（p231）






青空」は，アメリカンポップス “My Blue Heaven” を原曲とし，訳詞　堀内敬三，歌　二村定一で昭和 3
年に日本に紹介された。原曲とはイメージの異なる訳詞だが，日本人の庶民感覚に合い，「家族のささや
かな幸せと安らぎ」を思わせ，誰もが知る歌の一つとなっていた。






















































7 月 4 日（コカダン）　雨のなかを首藤軍曹の案内にて出発。画伯は残す。（中略）毛布は画伯のため
に残した。（中略）路上の凄惨な状態に涙がとまらない。（pp258-59）
7 月 6 日（ライマナイ）　雨降つて来る。17 時半出発。（中略）19 時半，ライマナイ着。二日留守に
しただけなのに，なにか，ここの幕舎がなつかしく，画伯の顔を見て，ふつと眼頭があつくなつ
た。感傷的な自分である。（pp275-76）



















































7 月 12 日（89 マイル）　すでに糧秣欠乏し，馬糧たるカラバイで二食にしてゐるが，通じはなかな
─ 64 ─
かよろしいといふ話。できめんに，画伯，便通ひんぱんになる。（p299）





7 月 15 日（3299）　画伯と安崎隊に行く。（中略）［トラックに同乗しているインド国民軍兵士に］
一本の煙草をわけてのむので，画伯煙草をやる。（p304）
7 月 16 日（マニプール川）　自分たちが行くときには飛行機が昨日来たとか，去つたあとをやられた
とか，いふ風になるね，と画伯と悪運つよきを笑ふ。（p307）
7 月 17 日（テイデム）　河原の小屋に印度兵四五名。画伯写生に行くと，なかなか気どつたポーズ
をする。（中略）画伯が色つき肖像を一枚描いて［下級インド兵に］わたすと，なにもいはず，
無造作に四つに折つて，荷物のなかにつつこんだ。（pp308-09）















































8 月 27 日（メイミヨウ）　中埜君と村田君と来る。久闊。村田君が一人残つてゐるらしい。古関君
はしばらく盤谷に滞在，「ビルマ派遣軍の歌」はそこで作曲してラングーンへ送る由，向井画伯
はかへつたらしく，石山さんは沼南支局長になるとのこと。（p431）




れる。（資料 8　渡辺考「もうひとりの主役」　『インパール作戦従軍記』　集英社　平成 29 年 12 月　p474）
杉並区阿佐ヶ谷 3 丁目 273 番地に鈍魚庵を移した時の新築祝いとして向井が火野に贈り，「玄関脇















34 年 2 月）の火野自身の「解説」（p434）資料 16 からも辿ることができる。
資料 10　火野葦平「赤道祭」（毎日新聞　昭和 26 年 3 月 11 日～8 月 19 日　全 162 回）
挿絵　向井潤吉。






（9）～（21） 遠 い 灯 蟹




















注 　角度は異なるが，同じ福岡市の中洲を描いた挿画が「革命前後」（中央公論　昭和 34 年 8 月号　pp326-27）に見
られる。
資料 11　火野葦平「花と龍」（読売新聞　昭和 27 年 6 月 20 日～28 年 5 月 11 日　全 324 回）
連載時の挿画は向井潤吉。
昭和 28 年　新潮社より単行本刊行（上巻 5 月 25 日，下巻 7 月 31 日）。上下巻とも装幀　斎藤清，見
返し・挿絵　向井潤吉。
本文中央には各回の内容に沿った挿絵が入り，見出し付近にはほぼ章ごとに変わる小画が入る。連
























昭和 27 年 6 月 5 日付読売新聞の火野による小説連載を予告する記事に，「挿絵は名コンビを謳われ
る行動美術の向井潤吉氏」とある。
単行本には，連載時の向井の挿絵から上巻 15 点，下巻 12 点を抜粋し掲載。見返し画は，連載時に
類似の挿絵があるが異なる箇所もあるため，単行本用に描き直したか，新たに描いたと考えられる。


































車に乗りて」（『火野葦平選集』第六巻口絵　東京創元社　昭和 33 年 4 月）
向井の口絵画は，火野の昭和 28 年 5 月末から 8 月はじめにかけての渡欧時の写真をもとに描かれ
ている。写真は，読売新聞昭和 28 年 7 月 5 日（夕刊）に「女馭者　パリにて　火野葦平」の題のもと，
ドランジュさんの短い紹介記事および「凱旋門にて　車上が筆者」の付記とともに大きく掲載されて
いる。火野は「文学界」昭和 29 年 2 月号「創作特輯」欄に短篇「女馭者」を掲載しており，同名の
女馭者と記念撮影するなどパリでの交流が描かれている。

































































　 　昭和 28 年 3 月は阿佐ヶ谷に新たな鈍魚庵を新築しており，この新築祝いに向井が贈った「インパール戦場
を描いた油絵の大作」（火野葦平「年譜」『火野葦平選集』第八巻　p547）が資料 9「ロクタク湖白雨」であったこ
とは選集の第四巻解説（p434）から明らかである。
　　「こまかいメモを，それも絵入りで丹念に綴っ」たものが資料 8 の従軍手帖全 6 冊。
資料 18　火野葦平「革命前後」（中央公論　昭和 34 年 5 月～12 月　全 8 回）
昭和 35 年 1 月 30 日，中央公論社より単行本刊行。
中央公論誌には，各回の冒頭見開きに内容に沿ったカットが入る。第 1 回～第 6 回は向井潤吉，第
7 回と最終第 8 回は山本正によるもの。
向井によるカットがある回の掲載号と画のモチーフは以下のとおり。
第 1 回（第 74 年 6 号　昭和 34 年 5 月号）　 小型客船と海岸沿いの家々
第 2 回（第 74 年 8 号　昭和 34 年 6 月号）　  防空頭巾にモンペ，国民服姿で大きな荷物を持って市中
を行き交う人々
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第 3 回（第 74 年 9 号　昭和 34 年 7 月号）　 簡素な造りの飲食店や露店で働く人，そこに集まる客
第 4 回（第 74 年 11 号　昭和 34 年 8 月号）　俯瞰した福岡市博多区中洲の町並み
第 5 回（第 74 年 12 号　昭和 34 年 9 月号）　高台から見下ろした山から海岸線にかけて広がる家々と海
第 6 回（第 74 年 14 号　昭和 34 年 10 月号）彼岸と此岸に停泊中の船と船上の人






















































昭和 20 年 8 月 15 日，日本は太平洋戦争に敗れたが，火野と向井の従軍は，昭和 12 年の第二次上
海事変から昭和 17 年のフィリピン作戦まで，勝ち戦であった。昭和 19 年，最後のインパール作戦従
軍においてはじめて転進，敗退の辛酸を舐めることになったが，二人は幸いにして帰還した。報道班



















火野は，昭和 14 年 11 月 17 日，早稲田大学講堂に於ける講演筆記録（「戦後建設の一問題について」




















火野の小品集『兵隊について』（改造社　昭和 15 年 12 月）には宣撫の体験を描いた小品が見られる。
「山坡街」は，宣昌戦線視察の途次，弟政雄の駐屯地を訪れた際の話である。山坡完全小学校で宣撫教
育を行う弟「玉井先生」（政雄）の仕事を見学する。誰にともなく静かな声で，『我
ウ オ テ ボ ン イ ウ タ ー タ ー デ チ ヨ ン ス ラ
的朋友多々的戦死了』
と話した時，「玉井先生は戦争して来たのだ。あの白墨を握つたり，俺達を撫でたり，牛







































［12 月 30 日］を迎へるのでその前後の期間に，全比島人に撒く伝単の為めに，その顔をその周囲を月桂樹
で飾つた肖像を描いたものを製作したからである。（「哮へるリサール博士」『大東亜戦争画文集　比島』新







リサールを処刑する以前にも，1872 年 2 月 17 日に，フィリピン人牧師ホセ・ブルゴス，マリアノ・ゴメス，ジ
ャシント・サモラの 3 名をカピテの叛乱の首謀者の冤罪を着せて，同公園で射殺している。愛国者ホセ・リサー



















向井のフィリピンでの伝単制作中に撮影された写真は 2 種確認できるが，伝単は 2 点確認したのみ
である。一つは前節に引いた「新美術」昭和 18 年 2 月に掲載の「従軍三百日」中の「ESTABLISH 
THE NEW PHILIPPINES WITH THE SWEAT OF YOUR BROWS」（p42），今一つが「生活美術」 
（昭和 18 年 7 月　p25）に掲載の色刷りで，「J. P. C.　A NEW DAY IS HERE! Come! Let us Join in 
Establishing THE Greater Asia」のスローガンのもと，現地人の男女が穀物袋や鍬や果物籠をもっ
て行進しているものであり，挿絵のように美しい。






























『歴史』（生活社　昭和 18 年 5 月）には戦時の内地を舞台とする短篇 6 篇と，河童を主人公とする夢


























フィリピンに昭和 17 年末までいた火野は，帰国後 23 篇の民話を翻訳し『比島民譚集』（大成出版　
昭和 20 年 2 月）を刊行した。報道班の仕事の合間にマニラの国立図書館を訪れ，館長ロドリゲス氏に
奨められた PHILLIPINO POPULAR TALES と ANCIENT PHILLIPINO STORIES からそれぞれ

















文　北支風土記』には徳王（デムチュクドンロブ，1902-1966，チンギス・ハーンの 30 代目の子孫。1937 年
10 月 28 日，綏遠（厚和と改称）に蒙古連合自治政府を雲王，李守真とともに成立させていた。）に拝謁した記













また，向井の『大東亜戦争画文集　比島』（新太陽社　昭和 18 年 12 月）には，画家としての向井の






























英社　昭和 61 年 7 月　p6）と「後衛」に徹する画家（「文字や用語にかけては人一倍凝り性で，（中略）軽口
のジョークを愛するユーモリスト，しかしその心底に強固な土根性を秘めている（中略）ご本人の言葉を借りれ


















































（火野葦平「向井潤吉画伯とのコンビ」『河童七変化』宝文館　昭和 32 年 5 月　p126）
最後に，溝口郁夫著『秘録・ビルマ独立と日本人参謀　野田毅ビルマ陣中日記』（国書刊行会　平成
24 年 1 月）に引用された火野の言葉を引く。野田毅は昭和 23 年 1 月 28 日，南京（雨花台）にて戦犯





















美術館コレクション選集　向井潤吉　風景へのまなざし』世田谷美術館　平成 29 年 11 月　p144）。自身も「敗
戦が私に「民家」を描き出す機因を作ってくれた」（「雑感」『米寿記念「向井潤吉展」―郷愁への遍旅―』
朝日新聞社　平成 2 年）と回顧し，昭和 6 年の『民家図集』（大塚工芸社）に開眼させられた（「民家に美




編著『戦争と美術　1937-1945』（国書刊行会　平成 28 年 12 月　改定版第 2 刷）51 ページに，熊岡美彦
「九軍神の肖像」（昭和 18 年　海上自衛隊第一術科学校教育参考館蔵）を見た。真珠湾攻撃（昭和 16 年 12
月 7 日）の際，湾内敵艦船を攻撃するため 5 艇の特殊潜航艇で出撃し，未帰還となった 9 名の海軍軍














拙稿執筆に際し，火野については鶴島正男「新編＝火野葦平年譜」（「文学批評　敍説 XIII」平成 8 年







『首を売る店』（内藤奎運堂　大正 14 年 7 月）
『首を売る店』（桐書房　昭和 24 年 3 月）
『糞尿譚』（小山書店　昭和 13 年 3 月）
『麦と兵隊』（改造社　昭和 13 年 9 月）
『土と兵隊』（改造社　昭和 13 年 11 月）
『廣東進軍抄』（新潮社　昭和 14 年 3 月）
『花と兵隊』（改造社　昭和 14 年 8 月）
『海南島記』（改造社　昭和 14 年 5 月）
『河童昇天』（改造社　昭和 15 年 4 月）
『兵隊について』（改造社　昭和 15 年 12 月）
『長編小説　美しき地図』（改造社　昭和 16 年 8 月）
『珊瑚礁』（東峰書房　昭和 17 年 5 月）
『兵隊の地図』（改造社　昭和 17 年 8 月）
『歴史』（生活社　昭和 18 年 5 月）
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『真珠艦隊』（朝日新聞社　昭和 18 年 7 月）
『バタアン戦話集　敵将軍』（第一書房　昭和 18 年 11 月）
『南方要塞』（小山書店　昭和 19 年 9 月）
『比島民譚集』（大成出版　昭和 20 年 2 月）
『青春と泥濘』（六興出版社　昭和 25 年 3 月）
『赤道祭』（新潮社　昭和 26 年 11 月）
『どんこの舌』（創元社　昭和 27 年 12 月）
『花と龍』上・下（新潮社　昭和 28 年 5 月・7 月）
『赤い国の旅人』（朝日新聞社　昭和 30 年 12 月）
『河童七変化』（宝文館　昭和 32 年 4 月）
『火野葦平選集』第一巻～第八巻（東京創元社　昭和 33 年 2 月～昭和 34 年 6 月）
『革命前後』（中央公論社　昭和 35 年 3 月）
『日本文学全集 52　火野葦平集』（新潮社　昭和 35 年 6 月）
『インパール作戦従軍記―葦平「従軍手帖」全文翻刻』（解説　渡辺考・増田周子　集英社　平成 29 年 12 月）
『天皇組合』（河出書房新社　平成 31 年 1 月）
「バタアン半島総攻撃　東岸部隊」（比島派遣軍報道部『比島戦記』　文藝春秋社　昭和 18 年 3 月）
「木の葉虫」（比島派遣軍報道部「南十字星」第百号　昭和 18 年 9 月 8 日）
「美しき地図」（「朝日新聞」昭和 15 年 12 月 6 日～16 年 5 月 21 日）
「赤道祭」（「毎日新聞」昭和 26 年 3 月 11 日～8 月 19 日）
「花と龍」（「読売新聞」昭和 27 年 6 月 20 日～28 年 5 月 11 日）
向井潤吉
「南禅寺附近」，「私の生ひ立ちと私の画について」（「中学世界」　大正 8 年 9 月）
『絵と文　北支風土記』（大東出版社　昭和 14 年 7 月）
『比島従軍記　南十字星下』（陸軍美術協会出版部　昭和 17 年 12 月）
『大東亜戦争画文集　比島』（新太陽社　昭和 18 年 12 月）
「ロクタク湖白雨」（油彩　50 号　昭和 19 年）
『油彩』（東峰書院　昭和 35 年 11 月）
向井潤吉，難波香久三編『行動美術　35 年の小史』（行動美術協会　昭和 55 年 11 月）
『草屋根と絵筆』（橋本善八編　国書刊行会　平成 30 年 9 月）
「身辺秋心」（「朝日新聞」昭和 5 年 10 月 20 日）
「北支点彩」（「朝日新聞」昭和 12 年 11 月 7 日・8 日・9 日）
「小さい感慨」（「本の手帖」第 3 巻第 6 号　昭和 38 年 8 月 1 日）
「交遊抄　葦平さん」（日本経済新聞　昭和 42 年 8 月 12 日）
資　　料
池田浩士『火野葦平論 ［海外進出文学］論・第 1 部』（インパクト出版会　平成 12 年 12 月）
井上久士編・解説『十五年戦争極秘資料集　第十三集　華中宣撫工作資料』（不二出版　平成元年 12 月）
今泉省彦著，照井康夫編『美術工作者の軌跡　今泉省彦遺稿集』（海鳥社　平成 29 年 6 月）
後　　勝『ビルマ戦記　方面軍参謀　悲劇の回想』（光人社　平成 8 年 11 月　新装版）
刑部芳則『中公新書 2569　古関裕而―流行作曲家と激動の昭和』（中央公論新社　令和 2 年 1 月）
神谷忠孝，木村一信編『南方徴用作家　戦争と文学』（世界思想社　平成 8 年 3 月）
カール・シュミット著，新田邦夫訳『大地のノモス 下　ヨーロッパ公法という国際法における』（福村出版　昭
和 51 年 6 月）
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川西政明『昭和文学史』中巻（講談社　平成 14 年 2 月）
川西政明『新・日本文壇史 6』（岩波書店　平成 23 年 8 月）
菊池寛「話の屑籠」（「文藝春秋」昭和 13 年 3 月）
菊地清麿『［新版］評伝　古関裕而』（彩流社　令和 2 年 5 月）
栗原　信『六人の報道小隊』（陸軍美術協会出版部　昭和 17 年 12 月）
軍事史学会『日中戦争の諸相』（錦正社　平成 9 年 12 月）
神坂次郎，福富太郎，河田明久，丹尾安典『画家たちの「戦争」』（とんぼの本　新潮社　平成 22 年 7 月）





日令和 2 年 8 月 1 日）
古関裕而『鐘よ鳴り響け　古関裕而自伝』（集英社文庫　令和元年 12 月）
迫内祐司「3 人の絵描きの絵と言葉　向井潤吉」ほか（「特集　絵描きと戦争　「戦争画」とはなんだったのか？」 
「美術手帖」平成 27 年 9 月）
酒井忠康，橋本善八，矢野　進，池㞍豪介『世田谷美術館コレクション選集　向井潤吉　風景へのまなざし』（世
田谷美術館・世田谷美術館分館向井潤吉アトリエ館　平成 29 年 11 月）
島田康寛，増田　洋責任編集『20 世紀日本の美術　17　向井潤吉／小磯良平』（集英社　昭和 61 年 7 月）




田中艸太郎『火野葦平論』（五月書房　昭和 46 年 9 月）
玉井史太郎『河伯洞余滴　わが父，火野葦平　その語られざる波瀾万丈の人生』（学習研究社　平成 12 年 5 月）
玉井政雄『兄・火野葦平私記』（島津書房　昭和 56 年 5 月）
鶴島正男『襤褸の人　評伝・火野葦平』（裏山書店　平成 7 年 6 月）
鶴島正男「新編＝火野葦平年譜」，花田俊典「火野葦平という問題」，槇林滉二「火野葦平・その一側面」，下野
孝文「火野葦平と兵隊」ほか（「文学批評　敍説 XIII」平成 8 年 8 月）
土門周平『インパール作戦　日本陸軍最後の大決戦』（PHP 研究所　平成 17 年 2 月）
成田龍一『増補「戦争経験」の戦後史　語られた体験／証言／記憶』（岩波文庫　令和 2 年 8 月）
西田市一『バタアン・コレヒドール攻略戦記　弾雨に生きる』（宋栄堂　昭和 18 年 3 月）
針生一郎，椹木野衣，蔵屋美香，河田明久，平瀬礼太，大谷省吾編著『戦争と美術　1937-1945』（国書刊行会　
平成 28 年 12 月　改訂版）
ピーター・ヤング原著，加登川幸太郎監修，戦史刊行会編訳『第二次世界大戦通史・全作戦図と戦況』（原書房　
昭和 56 年 1 月）
増田周子『関西大学東西学術研究所研究叢刊行 48　1995 年「アジア諸国会議」とその周辺―火野葦平インド紀
行―』（関西大学出版部　平成 26 年 5 月）
松本和也『昭和一〇年代の文学場を考える　新人・太宰治・戦争文学』（立教大学出版会　平成 27 年 3 月）
松本和也『日中戦争開戦後の文学場』（神奈川大学出版会　平成 30 年 3 月 10 日）
松本和也『太平洋戦争開戦後の文学場』（神奈川大学出版会　令和 2 年 5 月 30 日）
漫画集団編著『漫画昭和史—漫画集団の 50 年』（河出書房新社　昭和 57 年 10 月）
溝口郁夫『絵具と戦争　従軍画家たちと戦争画の軌跡』（国書刊行会　平成 23 年 3 月）
溝口郁夫編『秘録・ビルマ独立と日本人参謀　野田毅ビルマ陣中日記』（国書刊行会　平成 24 年 1 月）
三宅正太郎『弥生叢書 23　回想の芸術家たち』（国鉄厚生事業協会　昭和 61 年 3 月）
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宮本常一『日本人を考える　歴史・民族・文化』（河出書房新社　平成 18 年 3 月）
守川正道『フィリピン史』（同朋舎　昭和 53 年 4 月）
陸軍省・海軍省編纂『昭和十八年春季大祭記念　靖国之絵巻』（陸軍美術協会　発行年月不明）
陸軍省・海軍省編纂『昭和十九年春季大祭記念　靖国之絵巻』（陸軍美術協会　昭和 19 年 4 月）
陸軍省・海軍省編纂『昭和十九年秋季大祭記念　靖国之絵巻』（靖国神社臨時大祭委員編纂発行　昭和19年10月）
ルイス・ブッシュ著，明石洋二訳『おかわいそうに　東京捕虜収容所の英兵記録』（文藝春秋社　昭和31年8月）
渡辺　考『戦場で書く　火野葦平と従軍作家たち』（NHK 出版　平成 27 年 10 月）
渡辺　考『戦場で書く　火野葦平のふたつの戦場』（朝日文庫　令和 2 年 6 月）
『火野葦平選集』月報第 1 号～第 8 号（東京創元社　昭和 33 年 2 月～昭和 34 年 6 月）
「芥川龍之介賞経緯」（「文藝春秋」昭和 13 年 3 月）
「二科会新会員七氏」（「朝日新聞」昭和 11 年 9 月 6 日）
「絵と彫刻の従軍」（「朝日新聞」昭和 12 年 10 月 5 日）
「『糞尿譚』の栄冠陣中に輝く　士官も〝占領の喜び〟」（「朝日新聞」昭和 13 年 4 月 3 日）
「〝彩管部隊〟中支へ出動」（「朝日新聞」昭和 13 年 4 月 16 日）
「近代戦争と絵画　従軍画家を迎へて」（朝日新聞」昭和 13 年 7 月 29 日・30 日・31 日）
「戦時下の紙上美術展　向井潤吉「突撃」」（「朝日新聞」昭和 13 年 9 月 9 日）
「二科会飾った戦争画　海外頒布を禁止」（「朝日新聞」昭和 14 年 2 月 15 日）
「盟邦へ贈る『無敵皇軍』向井画伯の従軍作〝突撃〟完成」（「読売新聞」夕刊　昭和 14 年 3 月 7 日）
「伊国へ防共戦図」（「朝日新聞」夕刊　昭和 14 年 3 月 10 日）
「次の朝刊連載小説　『美しき地図』」（「朝日新聞」昭和 15 年 11 月 29 日）
「撃ちてし止まん　陸軍美術展出品画　『肉薄攻撃』向井潤吉作」（「読売報知」昭和 18 年 3 月 5 日）
「描く〝勝利の記録〟火野，向井，古関氏ビルマ前線へ」（「朝日新聞」昭和 19 年 5 月 9 日）
「次の連載小説　赤道祭」（「毎日新聞」昭和 26 年 3 月 6 日）
「次の連載小説　花と龍」（「読売新聞」昭和 27 年 6 月 5 日）
「故火野葦平の未発表従軍記が日本兵の遺品に　戦中，比で出版　米人が遺族に返還」（「読売新聞」夕刊　平成
元年 12 月 28 日）
「アサヒグラフ別冊　美術特集　向井潤吉」第 2 巻第 2 号（朝日新聞社　昭和 51 年 5 月 15 日）
『聖戦美術』（陸軍美術協会　昭和 15 年 11 月）
『別冊太陽　日本のこころ 220　画家と戦争　日本美術史の空白』（平凡社　平成 26 年 8 月）





火野葦平展運営委員会編『火野葦平展』（北九州市教育委員会　平成 6 年 1 月）
小勝禮子・鈴木さとみ・志田康宏編『戦後 70 年： もうひとつの 1940 年代美術―戦争から復興・再生へ　美術家
たちは何を考え，何を描いたか』（栃木県立美術館　平成 27 年）
火野葦平『麦と兵隊』の英訳
　Barley and Soldiers. Translated by K & Ｌ . W. Bush. Tokyo: Kenkyusha, 1939.
　Wheat and Soldiers. Translated by Baroness Shidzue Ishimoto. NY: Farrar & Rinehart, 1939.
　“Wheat and Soldier.” In War and Soldier, translated by Lewis Bush. London: Putnam, 1940.
　Corn and Soldiers. Translated by Shigeo Inoue, preface by Ashihei Hino. Tokyo: Kenkyusha, 1944.
 （ふくだ　じゅんこ　　現代教養学科准教授・近代文化研究所所員研究員）
